
2月17日（水）一関市総合体育館(ユードーム)を会場

に「第１０回企業情報交換会in一関」を開催し、岩手、

宮城県内の企業57社、11団体にそれぞれ製品・技術など

を展示、紹介していただきました。 

今回は、工業関連企業の他に一関高専のシーズ紹介、

一関市から ILC 関連の展示、いわてショーケースカーの

展示などがありました。展示、講演会、交流会に延べ約

590 名の皆様のご参加があり、技術連携、技術・情報交

流を図っていただきました。 

 展示開始は午前10時30分に当センターの小田嶋所長

のあいさつでスタートしました。午後の PR タイムでは

７社、４団体の方に製品等の紹介をいただきました。 

今年は高校生にも多数来場いただきました。 講演はベリーノホテル一関に会場を移し、株式会社南部

美人 五代目蔵元 代表取締役社長の久慈浩介様から「南部

美人の挑戦」～地方創生は若者による伝統継承と革新から

始まる～と題して、ニューヨークでの二戸市の物産紹介イ

ベントや自社の海外進出の取り組みをご紹介いただくと共

に、一関への力強いエールを込めて講演していただきまし

た。参加者からは、「『小さなまちの大きな挑戦』に感銘を

受けました」「待ちではなく自ら売り込む姿勢が重要」「『会

社の大小ではなく価値の大小』に感銘を受けました」とい

った感想が多数寄せられ、たいへん好評でした。 

 講演会終了後は、久慈様にも交流会に参加していただき、

多くの方々が交流を深められました。 

 来場者様へのアンケート結果は、ほとんどの方々が情報

交換、技術交流を目的に来場され、「色々な企業情報を聞く

事が出来て満足」、「詳しい説明と充実した質疑応答」、「PR

タイムを聞いた方が見て回るだけより、企業を良く知る事

が出来た」などといった回答をいただきました。また、出

展企業様からも全体的な感想として、だいたい満足、大変

満足という回答をいただきました。 

次回開催に向けて、ご意見、ご感想を参考により充実で

きるよう改善してまいりたいと思いますので、次回もどう

ぞよろしくお願いいたします。 
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発行：岩手県南技術研究センター 

第３水曜日は 

 イイブブニニンンググのの日日  

『第 175 回産学官イブニング研究交流会』へのご案内     

日時：4 月２０日（水）18 時 00 分～ 

会場、内容等が決まりましたなら、ホームページ等でお知ら

せいたします 

皆様、お誘い合わせのうえ、おいでください。 

TTTooopppiiicccｓｓｓ 第１０回 企業情報交換会 in いちのせき ～技術・情報・連携・交流～     

３月１６日（水）に、公益財団法人岩手県南技術研究センター第１３回理事会が開催されました。 

平成２８年度の事業計画、予算等について審議され原案のとおり承認されました。 



 

 

 平成 28 年度の人材育成事業の年間計画を決定いたしました。 

計画のため、内容日程等を変更する場合があります。当センターHP で随時最新情報を更新してまいりますので、最新情報

は HP にてご確認をお願いします。 

 HP http://www.sirc.or.jp     E-mail(人材育成関係) seminar@sirc.or.jp 
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